
施設名

市担当課

（１）指定管理者

団体名

指定期間

管理体制

（２）事業内容

管理業務

運営業務

自主事業

その他

担当課の評価
　 （Ａ、Ｂ、Ｃ） A

住民を中心とする福祉団体である「社会福祉協議会」であることから、地域福祉
の推進や啓発、地域福祉活動を行う市民交流の促進も十分に実施できてい
る。
新型コロナウイルス感染症の流行により、講座の開催や貸室の利用に制限が
ある中、感染症対策等を講じながら、適切に管理運営されている。

（３）利用状況

施設

事業

（評価対象期間：令和４年４月～令和８年３月）

池田市保健福祉総合センター

健康福祉部　高齢・福祉総務課（０７２－７５４－６２５０）

社会福祉法人　池田市社会福祉協議会

令和４年４月～令和９年３月

池田市保健福祉総合センターの管理・運営

　①地域福祉の推進及び啓発
　②地域福祉活動のための施設利用の促進
　③地域福祉活動を行う市民の交流の促進
　④地域福祉活動に関する情報、資料の収集及び提供
　⑤施設の管理業務　（保守管理、環境維持管理、安全管理、貸し室業務など）

　指定管理者主催の市民向け講座等の開催

　【別添「池田市保健福祉総合センター利用者推移表」参照】

指定管理者の管理運営に関する評価シート

　【別添「年度別事業報告書」参照】

施設長（常勤）　    １名　　　　施設管理員（非常勤）　 ５名
副施設長（常勤） 　１名　　　　施設受付員（非常勤）　 ２名
事務職員（常勤） 　１名



担当課の評価
　 （Ａ、Ｂ、Ｃ） A

令和6年度の池田市保健福祉総合センター条例改正に伴い、一部の貸室が廃
止となったため、令和7年度の年間利用者数は減少したものの、各部屋の利用
者数は新型コロナ感染症流行前に近い人数で推移している。

（４）市民満足度

苦情等の状況

利用者アンケートの
実施状況

利用者アンケートの
結果

担当課の評価
　 （Ａ、Ｂ、Ｃ） A

市に対しても大きな苦情はなく、利用者アンケートで寄せられた講座内
容や開催回数に対する要望についても前向きに検討しながら取り組ま
れている。

（５）収支状況

担当課の評価
　 （Ａ、Ｂ、Ｃ） B

新型コロナワクチン対策課の執務室の設置やワクチン等の保管に伴
い、光熱水費が増額となったことから、令和４～６年度の単年度収支は
収入を上回る支出となっていたものの、仕様に定める事業に対し、適切
な収支となっている。

（６）その他

情報公開

個人情報保護

防災対策等
緊急時への対応

その他

指定管理者主催の講座について利用者アンケートを実施している。また、施設
利用者から対面及び電話にて、広く苦情や要望等を聞き、迅速かつ適切に対
応している。

「ご親切に丁寧に教えて下さり有難かったです」「具体的に詳しく教えていただ
き役立ちました」など概ね高評価をいただいています。一方、「もう少し回数が
欲しいです」など、いただいたご要望については講師の方と相談しながら検討し
ています。

　【別添「年度別資金収支計算書」参照】

該当事例なし。

管理運営業務の実施に伴い、知り得た個人情報の保護及び秘密漏洩防止等
については、協定書の「個人情報取扱特記事項」に基づき、遵守した。あわせ
て「社会福祉法人池田市社会福祉協議会個人情報保護規則」を遵守した。

「災害時対応マニュアル」を作成し、年１回、災害時対応訓練を実施。法令に基
づき、消防訓練を年１回実施。
また、３人の職員を緊急連絡先として指定し、緊急時に備えている。

施設において、苦情解決委員会まで持ち込まれた事例はなし。



担当課の評価
　 （Ａ、Ｂ、Ｃ） A

個人情報の漏洩案件もなく、災害時対応訓練、消防訓練が適切に実施
されている。

総合評価

優

コメント

優

コメント

,

優

コメント

評価委員会の評価
（優・良・可・不可）

・新型コロナウイルス感染症の流行による臨時的な管理運営が必要な時期もあったが、誰もが安心
して利用できるよう適切に管理運営されている。
・自主事業としてスマホ教室やリラクゼーション講座等を開催しているが、今後さらに魅力的な市民
向け講座の企画提案を期待する。

担当課の総合評価
（優・良・可・不可）

指定管理者の自己評価
（優・良・可・不可）

新型コロナウイルス感染症の流行による臨時的な管理運営や施設利用者の利便性向上のため導
入した公共施設予約システムの運用に対し、全面的に協力いただき円滑な管理運営が行えている。
市民向け講座についても利用者アンケートを実施しながらニーズを把握し、利用促進に努められて
いる。
新たに導入した公共施設予約システムについても、利用者への丁寧な対応により、大きな混乱を招
くことなく活用できている。

池田市保健福祉総合センター条例並びに池田市保健福祉総合センター条例施行規則の主旨に
則って、年次ごとの事業報告書のとおり、誰もが安心して利用できる地域福祉活動の拠点となるよ
う、地域に開かれ、賑わいのある管理運営を行うとともに、指定管理者主催の市民向けの講座等の
イベントを定期的に開催し、成果をあげることができました。
利用者の皆さまからも、利用しやすくなった等のお声も頂戴し、一定の評価を得たと考えられます。
また、令和7年９月より導入された公共施設予約システムを適切に運営管理し、利用者への対応に
おいて特段の問題なく運用継続しています。






















































